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新型コロナウイルス感染拡大を受けて
Withコロナに向けた各種別・委員会の今後

　

3
月
以
降
、
国
内
で
の
感
染
が
拡
大
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
生
活

に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
日

常
生
活
の
中
で
の
外
出
自
粛
や
飲
食
店
等
の

営
業
自
粛
な
ど
の
不
便
は
も
ち
ろ
ん
、
サ
ッ

カ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
も
、
観
戦

す
る
こ
と
も
プ
レ
ー
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

た
だ
、
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

〝
新
し
い
生
活
様
式
〞の
下
で
の
日
常
が
ス

タ
ー
ト
し
、
6
月
ご
ろ
か
ら
よ
う
や
く
県
内

で
も
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
活
動
が
再
開

さ
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

　　

感
染
拡
大
は
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
ず
、

感
染
防
止
に
努
め
な
が
ら
の
活
動
に
は
な
り

ま
す
が
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
皆
さ
ん
が
、

共
に
プ
レ
ー
し
、
汗
を
流
し
、
そ
し
て
共
に

笑
顔
に
な
れ
る
日
が
少
し
ず
つ
戻
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
の
各
種
別
・
委
員
会
の
委
員
長
か
ら
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
活
動
へ
の
影
響
や
今
後
の
活
動

予
定
な
ど
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
生
命
・
健
康
の
安

全
が
最
優
先
と
判
断
し
た
結
果
、
今
年
3
月

か
ら
6
月
ま
で
の
４
カ
月
間
に
わ
た
っ
て
継

続
し
た
事
業
活
動
の
中
止
・
延
期
措
置
に
つ

き
ま
し
て
、
当
協
会
関
係
者
を
は
じ
め
と
し

た
県
内
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
様
に
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
世
界
規

模
で
の
感
染
症
の
流
行
は
、
私
た
ち
の
日
常

を
大
き
く
変
化
さ
せ
、
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
界
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
苦
渋
の
決
断
が
下
さ
れ
、
今
年
最
大

の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
も
と
よ
り
、
高
校
総
体
、
国
民

体
育
大
会
等
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
・
大
会

等
が
中
止
・
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
感
染
拡
大
防
止
へ
の
対
応
は
、
感
染
状
況

が
刻
々
と
変
化
し
、
先
が
見
え
な
い
中
で
の

諸
事
判
断
の
難
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
県
内
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
安

心
・
安
全
で
笑
顔
あ
ふ
れ
る
サ
ッ
カ
ー
環
境

を
再
構
築
し
て
提
供
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
当

協
会
が
目
指
す「
日
本
で
有
数
の
サ
ッ
カ
ー
王

国
に
な
る
」た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
を
契
機
と
し
て
、
熊
本
県
サ
ッ
カ
ー
協

会
が
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
に
よ
り
課
題
解
決

を
進
め
、
持
続
可
能
な
自
立
し
た
組
織
と
し

て
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　

W
i
t
h
/
A
f
t
e
r
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

事
業
活
動
に
お
い
て
は
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
を
取
り
入
れ
た
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
今
も
世
界
中
で
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
一

度
、
皆
が
気
を
引
き
締
め
て
新
し
い
常
識
で

新
し
い
日
常
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 一般社団法人 熊本県サッカー協会

専務理事　今田  周作

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
課
題
解
決
し

自
立
し
た
組
織
へ
発
展
を

県内のサッカーファミリーに安心・安全な環境提供を

特集

　熊本県サッカー協会では、所属チームや
クラブ、郡市協会などへ、マイクロバスや
サッカーゴール(少年用)、フットサルゴー
ル、自動体外式除細動器(AED)などの用具
貸出を行っています。ご希望の方は、県協
会事務局(☎096-247-6980)までお問い合
わせください。
※一部使用料・協力金をいただききます。
※貸出用具の一部はtoto助成事業にて購入して
います。

　熊本県サッカー協会では、熊本のサッカー情報や
活動状況をより多くの皆様にお伝えするために、本
協会に所属していただいている会員(チーム)向けに
機関紙｢KFA NEWS｣を発行して参りました。
　2015年度から、さらなる紙面の充実と親しまれ
る広報誌にするために｢KFA NEWS｣のリニューアル
を行い、広告協賛を募集しております。

移動用マイクロバス(29人乗り)AED(自動体外式除細動器)

貸出用具
の一例

用具の貸出を行っています！

貸出用具の詳細などは熊本県サッカー協会ホームページでご確認ください 詳細は熊本県サッカー協会ホームページよりご確認ください。

コレが
ない…

アレが
足りない…

KFA NEWS
熊本県サッカー協会広報紙

広告協賛募集中

仕　　様：タブロイド版･8ページ　横273㎜×縦406㎜
発行部数：5,000部／1回
配布対象：会員(約600チーム)､公共施設､スポーツ施設､各種イベント
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チャレンジド委員長　高木  太郎

スカンビオ・カップの秋開催に向け
感染状況の収束を願う

　チャレンジド委員会の事業では、新型コロナウイル
ス感染拡大の影響で、5月末に開催を予定していた「第
5回KFAスカンビオ・カップ」が中止になってしまいま
した。春と秋の年2回開催を計画している大会なので、
この大会に参加することを楽しみに練習に励んでいる
県内・九州各地のチームの皆さんのためにも、秋の大
会は、ぜひ開催できるような社会状況であることを
願っています。
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日本サッカー協会

田嶋 幸三会長
熊本県出身の田嶋幸三・日本サッカー協会(JFA)会長は、ご自身も新型コロナウイルス感染を経験。
その経験を活かし、協会の感染拡大防止対策作成の陣頭指揮を執ってこられました。4月2日の退院
の際に発表された田嶋会長のステイトメントを要約して紹介します。

　

は
じ
め
に
、
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
伴
い
、
多
大
な
る
ご
心

配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
を
深
く

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
多
く
の
方
が
お

亡
く
な
り
に
な
り
、
ま
た
、
現
在
も
闘
病

中
の
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、
本

日（
※
4
月
2
日
）退
院
す
る
こ
と
が
で
き
、

医
師
、
看
護
師
、
病
院
関
係
者
の
皆
様
、

ご
心
配
、
応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
よ

り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
略
）

　

現
在
の
状
況
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
界

の
中
で
他
国
を
相
手
に
し
た
戦
い
で
は
な

く
、
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
敵

に
対
し
て
日
本
や
世
界
中
の
皆
さ
ん
と
一

致
団
結
し
て
戦
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ピ
ッ
チ
内

の
サ
ッ
カ
ー
そ
の
も
の
へ
の
大
き
な
影
響

は
も
ち
ろ
ん
、
財
政
的
な
危
機
に
直
面
す

る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

評
議
員
会
に
お
い
て
、
登
録
料
の
免
除
や

協
会
納
付
金
の
停
止
、
J
F
A
自
ら
身
を

切
る
事
を
検
討
す
る
と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
に
よ
る
過

去
に
例
の
な
い
影
響
や
被
害
を
考
え
る
と
、

J
F
A
も
思
い
切
っ
た
決
断
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
中
略
）

　

J
F
A
は
、
感
染
拡
大
防
止
、
役
職
員
や

全
て
の
関
係
者
の
健
康
を
守
る
た
め
に
2

月
27
日
に
役
職
員
の
在
宅
勤
務
を
開
始
し

ま
し
た
。
早
い
時
期
に
導
入
を
決
断
し
た

こ
と
も
あ
り
、
私
が
感
染
し
た
後
も
、
幸
い

な
こ
と
に
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
新
た
な
感
染

者
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

私
が
感
染
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
サ
ッ

カ
ー
界
に
は
危
機
感
と
緊
張
感
が
伝
わ
り
、

多
く
の
方
々
が
感
染
予
防
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
収

束
さ
せ
る
こ
と
を
最
優
先
に
、
そ
し
て
、

人
々
の
健
康
や
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
結
果
的
に
通
常

の
生
活
を
取
り
戻
し
、
経
済
活
動
を
再
開

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

入
院
中
、
医
師
や
看
護
師
を
は
じ
め
と

す
る
全
て
の
医
療
関
係
者
の
献
身
的
で
科

学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
な
仕
事
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
頭
の

下
が
る
思
い
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
一
方

で
、
医
療
従
事
者
や
そ
の
関
係
者
に
対
す

る
偏
見
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
も
耳
に
し
ま

す
。
防
護
服
や
医
療
機
器
の
供
給
に
つ
い

て
も
多
く
の
人
々
が
懸
命
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
治
療
と
拡
大
防
止
に
全
力

を
注
い
て
い
る
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
を

疲
弊
さ
せ
た
り
、
偏
見
や
差
別
に
つ
な
が

る
言
動
、
医
療
崩
壊
に
つ
な
が
る
行
為
を

な
く
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
も
経
験
し
ま
し
た
が
、
組
織

を
守
る
こ
と
、
批
判
を
気
に
す
る
あ
ま
り
、

情
報
発
信
の
際
、
患
者
、
そ
し
て
そ
の
関

係
者
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
起

こ
り
が
ち
で
す
。
そ
れ
が
偏
見
や
差
別
に

繋
が
る
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
サ
ッ
カ
ー
界
も
人
々
に
優
し
い
組

織
で
あ
り
た
い
と
、
あ
ら
た
め
て
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
批
判

が
あ
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
医
療
崩
壊
を
防

ぎ
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
実
行
し
て

き
た
多
く
の
関
係
者
、
政
府
の
皆
様
、
医

療
関
係
者
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
略
）

　

2
0
2
3
年
の
F
I
F
A
女
子
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
招
致（
※
6
月
22
日
に
招
致
活

動
か
ら
の
撤
退
を
発
表
）の
た
め
に
3
月

上
旬
に
訪
れ
た
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
、

ア
メ
リ
カ
は
、
現
在
と
は
全
く
異
な
る
感

染
防
止
対
策
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
招
致

の
ラ
イ
バ
ル
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

／
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
も
招
致
活
動
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
わ
ず
か
1
カ
月
で
全
く
違
う

街
に
な
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
協

力
で
感
染
拡
大
を
抑
止
し
、
医
療
崩
壊
を

防
い
で
い
る
日
本
と
い
う
国
の
底
力
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。

（
中
略
）

　

我
々
の
責
務
は
、
再
び
日
本
中
で
老
若

男
女
が
笑
顔
で
安
心
し
て
安
全
に
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

J
F
A
、
9
地
域
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
47
都

道
府
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
、
各
リ
ー
グ
、
各

連
盟
他
、
全
て
の
関
係
す
る
団
体
の
皆
様

や
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
、
フ
ァ
ン
・
サ

ポ
ー
タ
ー
の
皆
様
と
心
を
一
つ
に
し
て
、

覚
悟
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

J
F
A
の
会
長
と
し
て
、
未
来
を
予
測
し

て
決
断
し
、
前
に
進
む
た
め
に
全
力
で
実

行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

  

2
0
2
0
年
4
月
2
日

  

公
益
財
団
法
人
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長

田
嶋　

幸
三　

※
は
編
集
部
注

目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦
い
。

サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
心
を
一
つ
に

再
び
笑
顔
で
サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
る
日
を

取
り
戻
す
た
め
に
全
力
を
！

ステイトメント

各種別・委員会
委員長コメント

新型コロナウイルス感染拡大を受けて　Withコロナに向けた各種別・委員会の今後特集

総務委員長　藤山  直秀

総務
委員会

コロナウイルスと共にある時代
スポーツ文化も変革の時

　仮にコロナウイルスが終息することがないとした場合、
ワクチンができた後はコロナウイルスを気にすることなく、
登録者の皆様が今までのようにサッカーを楽しむことが
できるのか？　あるいはウィズコロナを視野に、安心安全
なサッカー環境を整える必要があるのか？　今、スポーツ
文化の変革期に来ているのではないかと考えます。
　そのため、総務委員会としては、祝賀会のあり方、功
労者、緒方健司賞等の表彰、表彰式等の方法や規程の変
更等を検討しなければならないと考えています。登録者
の皆様にも、今後もサッカーを楽しめる環境作りを一緒
に考えていただければ幸いです。

シニア委員長　堀川　淳
シニア

大好きなサッカーを仲間と楽しむために！
今この時期を乗り越える！

連日、報道される新型コロナウイルス感染拡大。これほ
どまでに今までの生活が制限されるなど誰が想像したで
しょうか。しかし、徐々に新しい生活様式を取り入れなが
らの活動再開が進められています。当リーグでも試合前
の自己管理状況報告、検温の実施、試合後のマスク使用
等、基本的な感染防止対策を講じながら、普段の生活に
も十分注意し、一人一人の自覚の下に活動を進めています。
今は一致団結と我慢の時間を続けるときだと考えていま
す。今の活動を、今年度、どこまで続けられるか分かりま
せんが、サッカーを愛する仲間と協力しながら、この難局
を乗り越えていきたいと思っています。

キッズ委員長　武田  昭二
キッズ

Withコロナの中でも
子ども達の笑顔を見るために

　キッズ委員会は、幼稚園・保育園等へ出向いての巡回
指導や初心者を対象としたキッズサッカーフェスティバ
ル、さらに、｢もっとサッカーをやってみたい｣という子
ども達を対象としたキッズサッカー交流会など、各種事
業に取り組んでいます。withコロナの中でも、｢子ども
達の笑顔あふれる姿｣を少しでもたくさん見られるよう、
スタッフ一同取り組んで参ります。イベント等の案内は
県協会ホームページに掲載しますので、多くのご参加を
お待ちしています。

フットサル委員長　山口　徹
フットサル

大会中止が相次ぎ見通しが立たず…
まずは一人一人が出来ることを！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、フットサルで
も多くの大会が中止になっています。まだまだ先の見通
しが立たない状況ではありますが、1日でも早くかつて
の日常が戻り、多くのフットサルファミリーが心からプ
レーを楽しめる日が来ることを強く願うばかりです。そ
のためにも、感染防止・予防を含め、今は私たち一人一
人が出来ることを最大限行い、少しずつでも元の生活を
取り戻しましょう。

１種社会人委員長　水口  浩介

１種
社会人

全国、九州大会の開催決定
実施に向け、万全の感染防止対策を

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、社会、経済、そ
してスポーツ活動への多大な影響が続いています。これま
で本委員会も大会開催の自粛等を行ってきましたが、先
ごろ全国社会人連盟および九州社会人連盟より、｢全国、
九州大会の開催決定｣がなされました。当協会でも、予選
会の実施に向けて十分な感染防止対策を講じた上で準備
を行い、7月から活動再開に至りました。今後も1種社会人
登録チームのご理解とご協力をお願い致します。そして、
一刻も早い新型コロナウイルスの終息を祈念致します。

１種学生委員長　村山  浩一

１種
学生

7月から徐々に活動を再開
若い力で県サッカーを盛り上げる！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、3月に予定して
いた「KFA 第4回KUMAMOTO学生フェスティバル」が
中止になって以降、1種学生委員会としての活動は休止状
態でした。しかし、7月に入ってようやく各大学、高専でも
徐々にではありますが活動が再開され、明るい兆しが見
えてきました。今年度の残り期間でどの程度の活動がで
きるか、まだ未知数な部分もありますが、学生たちの若
い力で県のサッカー界を盛り上げていければと思います。

２種委員長　重本  浩光

総体に代わる集大成の場を用意
リーグ戦も新たな形で実施

　新型コロナウイルス感染拡大防止を受け、高等学校では
3月から学校休校措置が取られました。それに伴い、今年
度予定していたプレミア、プリンス、FAの各リーグが開催
延期となり、さらに全国・九州の高校総体、そして県高校
総体の中止が決定し、ユース年代のアスリートたちは日ご
ろの成果を競う場を失う形になりました。
　6月の学校再開と共に、高校3年生の集大成の場をつく
るため、県高等学校体育連盟とも協議を重ねた結果、県高
校総体は規模を縮小して7月23日、25日に代替大会を開
催しました。リーグ戦に関しては、プレミアは移動による
感染リスクを考慮し中止に。代わりに、今年度のみ各地域
のプリンスに参入する形で新たなリーグ戦の開催を予定し
ています。こうした大会の実施にあたっては、県高体連か
ら提示されたガイドラインや県サッカー協会2種委員会作
成のガイドラインを基に展開していきたいと考えています。

３種
３種委員長　藤野  博文

活動を再開した選手たちの笑顔
これからも共にボールを追いかけたい

　2月末、楽しみにしていた県リーグ開幕は延期を余儀な
くされ、先の見えない状況に「プレーしたい」と思う選手、
「プレーさせたい」と思う保護者・チーム関係者の苦悩
が続きました。そんな中、ようやくプレーが再開できた時
の選手たちは満面の笑みを浮かべ、私たちはその姿に喜

びを感じました。主要大会は中止となり悔しさもあります
が、サッカーの楽しさを追求しながら、選手たちと一緒に
ボールを追いかけていきたいと思いを新たにしています。
今後も感染防止対策を心掛け、リーグ戦・各種大会等で
の選手たちの活躍を期待したいと思います。

４種
４種委員長　御厨　眞

9月以降の大会開催に向け
出来る限りの感染予防対策を

　新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、4種委員会
では熊日学童五輪大会、火の国トレセン大会などを中止
しました。しかし、今後は出来る限りの感染予防対策を講
じながら、大会の開催を考えていきたいと思っています。
9月にU-10少年、11月に全日本U-12選手権、12月に
U-11新人戦、1月にU-12県選手権と続く大会を例年通り
に開催できることを願っています。今後とも登録チーム
の皆様のご理解とご協力をよろしくお願い致します。

技術委員長　甲斐　卓

技術
委員会

各種事業が全てストップした3カ月
再び｢育成王国・熊本｣を目指して！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響で、技術委員会で
は、3月以降予定していた｢指導者養成｣｢トレセン活動｣
｢リフレッシュ研修｣｢GKプロジェクト｣等の各種事業が
全てストップしてしまいました。それからの3カ月近く
は辛い時間でしたが、下ばかり向いていても仕方があり
ません。また皆さんと協力し合いながら、レンガを一個
一個積み上げていくように育成のバトンをつないで行け
たらと思っています。｢育成王国・熊本｣を目指して頑張
りましょう!!

医学委員長　中村  英一

医学
委員会

サッカー活動の再開に向けた
KFAガイドライン

　新型コロナウイルス感染拡大により中断していたJ
リーグが、7月にようやく再開されました。一方で、熊
本県は豪雨に見舞われ、人的にも経済的にも大きな被害
を受けました。被害に遭われた方々にお見舞い申し上げ
ると共に、一日も早い復興をお祈り致します。さて、県
サッカー協会では、主催事業の全面再開に向け、｢JFA
サッカー活動の再開に向けたガイドライン｣を基に、当
協会技術委員会に｢熊本県ガイドライン｣を作成してもら
い、本委員会も加わって最終チェックを行った後、HP
にアップする予定です。さまざまな条件下での活動には
なりますが、サッカーができる喜びを皆で分かち合える
よう、皆様のご協力をよろしくお願い致します。

地域委員長　後藤  義雄

地域
委員会

47FA支援事業を活用し
地域力を高めるきっかけに

　謹んで大雨による災害のお見舞いを申し上げます。この
度の県南豪雨により被害を受けられました郡市町協会の皆
様方の一日も早い復旧をお祈り申し上げます。県内では、新
型コロナウイルスの感染拡大も少しずつ落ち着いてきたよ
うにも見えますが、全国的には、日々新たな感染者が確認さ
れており、依然として予断を許さない状況にあります。
　先日、大津町運動公園球技場において地域委員会議を開
催し、各郡市町協会からコロナウイルス感染症対策や本年
度の事業実施状況等について報告。今後は、ガイドラインに
沿った新たな生活様式の下で、サッカー競技の普及及び技
術向上に努めていかなければならないと確認し合いました。
主催事業の一つである県民体育祭は中止になりましたが、
47FA支援事業を活用し、地域力を高めていくチャンスと考
えています。皆様方のご協力ご支援をお願いします。

規律・フェアプレー委員長　中村　修

各種研修の実施も断念
再びピッチで会える日を楽しみに

　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い各種大会の中止
が余儀なくされ、規律・フェアプレー委員会としても、
マッチコミッショナー研修・ウェルフェアオフィサー研
修等の実施が全て出来なくなり残念です。今後の新型コ
ロナウイルスの早期収束を心から願うと共に、熊本県の
サッカーファミリーの方々と再びピッチでお会いできる
日を楽しみに頑張ってまいります。皆様も感染防止対策
を十分にして、安全な生活をお続けください。

広報委員長　星津  章博

広報
委員会

この状況をいかに乗り切るか
絵本が教えてくれる大切なこと

　新型コロナウイルス感染拡大防止のための自粛要請に
対し、国・県や世界規模でのご理解とご協力をいただい
ていること、今も現場で対応に当たっている医療従事者
の方々への感謝と共に敬意を表します。また、令和2年
7月豪雨で被害に遭われた方々にお見舞い申し上げます
と共に、一日も早い復興をお祈り致します。
　ある絵本に今を象徴する出来事が紹介されています。
それは、｢今、自分にできること｣を実行した『ハチドリ
のひとしずく』のハチドリ、｢変化への対応｣に気づいた
『チーズはどこへ消えた？』に登場する小人のホー。この
状況をサッカーファミリーとしてどう切り抜けるかを考
える機会として一読してみてはどうでしょう。お互いに
新しい生活様式で頑張りましょう！

強化委員長　中村  洋介

強化
委員会

令和3年に向けた強化を開始
3種別揃っての本国体出場を目指す

　5月29日、新型コロナウイルス感染拡大に伴い、日本
スポーツ協会から国体関連業務を中断するように依頼が
あり、令和2年度国民体育大会第40回九州ブロック大会
が中止となり、6月19日には鹿児島国体の延期(今年度
開催はなし)が決定しました。
　各種別において、監督及びスタッフを決定し、選手選
考と強化練習会等強化事業計画を立て、チーム作りをし、
戦うつもりでしたが、残念ながら全く実施できませんで
した。今後は令和3年度に向けた強化を、早速今年から
取り組み、3種別揃っての本国体出場を目指します。

女子委員長　岩崎  珠美
女子

感染症の恐ろしさを感じた日々
またサッカーが出来る日を心待ちに

　新型コロナウイルス感染により亡くなられた多くの方々
に心よりご冥福をお祈り申し上げます。発生当初、町内
放送で外出禁止要請が流れたのを聞き、恐ろしい思いを
したのを覚えています。その後は、女子委員会の行事も、
総会をはじめ全ての大会等が中止になりました。先日、よ
うやく運営委員会を開催し、皆様に本年度の協力をお願
いすることできました。まだまだ予断を許さない状況下
ではありますが、また皆様とサッカーが出来る日を楽し
みにしています。

事業委員長　津留  貴裕

事業
委員会

天皇杯、高校サッカー選手権の
県大会開催に全力で取り組む！

　事業委員会では毎年、天皇杯熊本県代表決定戦の開催、
および高校サッカー選手権熊本県大会のサポートを行っ
ています。しかし、今年は新型コロナウイルス感染拡大
の影響で、両大会とも、さまざまな変更が生じる可能性
があります。ただ、世界が混沌の中にある今こそ、これ
らの大会が予定通り開催される際には、サッカー関係者
のみならず、多くの県民の希望の灯となるよう全力で取
り組んでまいります。

規律・
フェアプレー
委員会

審判委員長　村上  孝治

審判
委員会

受講者・審判員の安全を第一に
徐々に講習会、審判派遣を再開

　審判委員会では、各種大会への審判員の派遣、審判員
資格を取得するための講習会や審判員の技術向上のため
の研修会の開催、審判員を指導するインストラクターの
養成などを行っていますが、新型コロナウイルスの感染
拡大により、3月以降は全く開催できませんでした。7
月から少しずつではありますが、講習会の開催や審判員
の派遣を行っていきます。今後も受講者や審判員等の安
全を第一に考え、安心してサッカーができる環境を皆で
作っていきます。

チャレンジド
委員会
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前川　隆道
一般社団法人 熊本県サッカー協会 会長　

永田　求
一般社団法人 ロアッソ熊本スポーツクラブ 代表理事

熊
本
の
全
て
の
キ
ッ
ズ
た
ち
に

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
め
る
場
を
！

熊本県キッズプロジェクト 連携スタート！
　県サッカーのさらなる発展と普及・基盤強化を共通の目的に、ロアッソ熊本と熊本県サッカー協会が、
キッズ年代における事業連携｢熊本キッズプロジェクト｣を始動させました。事業内容と共に、ロアッソ
熊本の永田求代表理事と当協会会長の前川隆道の対談を通じて、キッズ年代への普及とサッカーファミ
リーの底辺拡大に懸ける両団体の意気込みを紹介します。

熊本県キッズプロジェクト(キッズ年代事業連携)一覧

対
談

キッズキャラバン (ロアッソホームタウン活動)
巡回指導 (JFA/県協会グラスルーツ事業)
これまで未就学児(一部小学4年生以下)を対象にした訪問型ス
ポーツ事業について、指導者間の連携、プログラム内容、広報での
連携を図り、県下全域での事業展開を目指します。

JFAフェスティバル (県協会主催・主管事業)
キッズサッカー交流会 (県協会主催事業)
●｢JFA キッズサッカーフェスティバルin 熊本(未就学児～10歳以
下)｣をロアッソ熊本(J3)ホームゲーム開催日程に合わせて開催。

●｢JFA ユニクロサッカーキッズin 熊本(6歳以下)｣にロアッソ熊本
から指導者を派遣。

●｢キッズサッカー交流会(未就学児～10歳以下)｣でロアッソコー
スを開催。

キッズ年代エリートプログラム (県協会主催事業)
｢キッズエリートプロジェクト(定期活動／月1回・合宿／年2回)｣に
ロアッソ熊本から運営協力として指導者を派遣。

キッズリーダー養成講習会 (県協会主催事業)
ロアッソ熊本からキッズリーダーインストラクターを有する指導者
を派遣。

1

2

3

4

キッズプロジェクトをきっかけに
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技術・指導の“プロの質”で
熊本をサッカー王国に
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居
振
舞

い
一
つ
取
っ
て
も
、「
子
ど
も
達
の
手

本
に
な
る
よ
う
に
」と
い
う
意
識
を

持
っ
て
や
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

前
川　

地
元
に
J
リ
ー
グ
チ
ー
ム
が

あ
る
こ
と
は
財
産
で
す
。
サ
ッ
カ
ー

で
大
切
な
の
は
、
技
術
力
の
向
上
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
し
た〝
人
づ
く
り
〞。

当
協
会
で
も
、
特
に
ジ
ュ
ニ
ア
年
代

の
育
成
で
は
、
そ
の
点
を
大
事
に
し

て
い
る
の
で
、
サ
ッ
カ
ー
の
技
術
だ

け
で
な
く
人
間
力
の
面
で
も
お
手
本

と
な
っ
て
く
れ
る
プ
ロ
チ
ー
ム
が
あ

る
こ
と
は
重
要
で
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。最
後
に
、ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
、熊
本
県

サ
ッ
カ
ー
協
会
そ
れ
ぞ
れ
の
今
後
の

抱
負
や
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

永
田　

今
回
の
キ
ッ
ズ
年
代
の
事
業

連
携
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
も
ロ

ア
ッ
ソ
熊
本
と
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
で

一
緒
に
や
れ
る
こ
と
が
増
え
れ
ば
、

県
の
サ
ッ
カ
ー
界
の
活
性
化
に
も
繋

が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
も

今
回
、（
キ
ッ
ズ
年
代
の
事
業
連
携

と
い
う
）貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

前
川　

当
協
会
と
し
て
は
、
や
は
り

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
持
つ
プ
ロ
の
選

手
・
指
導
者
の
質
を
積
極
的
に
活
用

し
、
協
会
事
業
の
拡
大
・
発
展
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ズ
年
代
の
事
業
連
携
だ
け
で
な

く
、
協
会
主
催
の
指
導
者
養
成
講
習

会
な
ど
の
各
種
研
修
会
に
も
派
遣
を

依
頼
し
、
互
い
に
高
め
合
っ
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

※
敬
称
略

※
文
中
の「
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
」は
、
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ「
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
」の
ア
カ
デ

ミ
ー
事
業
を
担
う「
一
般
社
団
法
人
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」を
指
し
ま
す

導
力
を
連
携
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
同
時
に
、
本
協
会
と
し
て

も
こ
れ
ま
で
以
上
に
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本

を
支
援
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

―
今
回
の「
熊
本
県
キ
ッ
ズ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
キ
ッ
ズ
年
代
事
業
連

携
）」に
対
し
て
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
と

し
て
期
待
す
る
こ
と
は
。

永
田　

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
活
動
の

幅
と
底
辺
の
広
さ
、
そ
し
て
組
織
的

基
盤
が
強
固
な
点
で
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
若
年
層
へ
の
普
及
・
強
化
と

い
う
、
両
者
の
目
指
す
も
の
や
方
向

性
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
部
分
も
心
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
現
在
、
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
で
は
熊
本
市
以
外
に
も
、
阿

蘇
、
人
吉
に
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
チ
ー

ム
を
設
立
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

子
ど
も
達
を
教
え
る
指
導
者
や
受
け

皿
と
な
る
チ
ー
ム
が
不
足
し
て
い
る

地
域
へ
の
支
援
の
意
味
合
い
も
あ
り

ま
す
。
今
回
の
事
業
連
携
を
通
し
て
、

お
互
い
の
足
り
な
い
部
分
を
補
い
合

い
な
が
ら
、
子
ど
も
達
に
よ
り
多
く

の
サ
ッ
カ
ー
に
触
れ
る〝
場
〞を
提
供

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
し
て
も
、今
回

の
事
業
連
携
へ
の
期
待
は
大
き
い
？

前
川　

も
ち
ろ
ん
で
す
。
少
子
化
で

子
ど
も
の
数
は
減
っ
て
い
て
も
、

「
サ
ッ
カ
ー
が
好
き
」と
い
う
子
は

減
っ
て
な
い
と
思
い
ま
す
。
問
題
は
、

そ
う
し
た
子
ど
も
達
の
受
け
皿
づ
く

り
や
サ
ポ
ー
ト
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ

れ
が「
学
校（
部
活
動
）」で
し
た
が
、

今
後
は
そ
れ
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
地
元
の
J
チ
ー
ム

の
選
手
や
ス
タ
ッ
フ
が
来
て
教
え
て

く
れ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ

て
、
将
来
的
に「
J
リ
ー
ガ
ー
に
な

り
た
い
」「
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
で
プ
レ
ー

し
た
い
」と
い
う
子
が
一
人
で
も
多

く
出
て
く
れ
れ
ば
。
そ
れ
が
結
果
的

に
、「
熊
本
県
を
全
国
で
も
有
数
の

サ
ッ
カ
ー
王
国
に
す
る
」と
い
う
協

会
の
目
標
の
達
成
に
も
繋
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

―
子
ど
も
達
へ
の
サ
ッ
カ
ー
の
普
及
、

育
成
、
強
化
を
考
え
る
時
、
地
元
に

J
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
が
あ
る
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
？

永
田　

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
は
、
熊
本
で

―
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
影
響
は
。

永
田　

2
月
末
か
ら
全
カ
テ
ゴ
リ
ー

で
活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
で
は
、
6
月
か
ら

練
習
を
再
開
し
ま
し
た
が
、
や
は
り

子
ど
も
達
の
明
る
い
笑
顔
を
見
て
、

コ
ー
チ
陣
も
元
気
を
も
ら
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

―
前
川
会
長
が
就
任
さ
れ
て
1
年
が

経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
1
年
を
振
り

返
っ
て
。

前
川　

昨
年
6
月
の
就
任
当
初
か
ら

全
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
大
会
を
視
察
す
る

中
で
、
県
協
会
が
目
標
に
掲
げ
る

「
熊
本
県
を
全
国
で
も
有
数
の
サ
ッ

カ
ー
王
国
に
す
る
」を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
は
、
普
及
・
強
化
へ
の
注
力

が
不
可
欠
と
感
じ
ま
し
た
。
中
で
も

普
及
の
面
で
は
、
小
学
校
の
部
活
動

廃
止
の
影
響
は
大
き
く
、
子
ど
も
達

が
サ
ッ
カ
ー
に
触
れ
る
機
会
が
減
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
ロ
ア
ッ

ソ
熊
本
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
キ
ッ
ズ

年
代
を
対
象
に
し
た
事
業
で
単
発
的

な
連
携
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
し

た
形
で
継
続
的
な
連
携
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
の
ス
タ
ッ

フ
や
選
手
の
持
つ
高
い
技
術
力
・
指
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1971年5月10日生まれ。松橋町(現宇城
市)出身。小中高校・大学まで、プレー
ヤーとしても全国大会に出場。2008年
に1級取得後、2011年よりJリーグ担当
となり、J1、J2のリーグ戦、カップ戦
など224試合で副審、追加副審を務めた。
2019年4月から県サッカー協会審判委員
会副委員長と強化育成部長を兼任。同年
をもって1級を勇退。

作本　貴典さん

1992年5月14日生まれ。宇土市出身。
ルーテル学院高校在学中に4級資格を取得
したのち、2018年12月に1級資格を取
得。全国高校選手権大会、全国高等学校
総合体育大会、国体などの全国大会のほ
か、各種カテゴリーの熊本県大会などで
主審、副審、J3リーグでの第4審などを
担当。

宮原　一也さん

　

サ
ッ
カ
ー
に
お
い
て
、
ス
ム
ー
ズ
な
ゲ
ー
ム
を
運
営
す
る
上
で

大
き
な
役
割
を
担
う
の
が
審
判
員
で
す
。
中
で
も
、
全
国
レ
ベ
ル

の
大
会
で
主
審
を
担
当
で
き
る
1
級
審
判
員
は
、
日
本
国
内
に
約

2
0
0
名
。
熊
本
県
で
は
昨
年
ま
で
4
人
が
1
級
で
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
2
人
が
勇
退
し
た
こ
と
で
現
在
、
2
名
と
な
り
ま
し

た
。
O
B
と
な
っ
た
お
二
人
も
交
え
、
審
判
員
を
始
め
た
き
っ
か

け
や
や
り
が
い
、
上
級
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
必
要
な
心
構
え

な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

～サッカーこそ、わが人生～
Life is Football!

「
審
判
員
の
重
要
性
を
感
じ
た
こ
と
が
、

上
級
を
目
指
す
き
っ
か
け
に
」
〈
宮
原
〉

「
審
判
を
し
て
い
て
も『
い
い
プ
レ
ー
』を

見
る
楽
し
さ
が
魅
力
」

〈
作
本
〉

一級審判員座談会

間
近
で
選
手
の
プ
レ
ー
に
接
す
る
魅
力
的
な
立
場
。

常
に
自
分
と
向
き
合
い
、

失
敗
し
て
も
次
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
勢
を
。

―
審
判
員
を
始
め
た
き
っ
か
け
と
、

1
級
取
得
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

村
上　

高
校
卒
業
後
に
Ｏ
Ｂ
チ
ー

ム
に
入
り
、帯
同
審
判
を
始
め
た
の

が
最
初
で
す
。
２
級
取
得
時
点
で

私
が
一
番
若
く
、上
の
世
代
は
年
齢

が
６
歳
ほ
ど
離
れ
て
い
た
の
で
、当

時
の
山
城（
大
）審
判
委
員
長
か
ら

「
１
級
を
目
指
さ
な
い
か
」と
勧
め

ら
れ
ま
し
た
。
今
思
え
ば「
う
ま
く

乗
せ
ら
れ
た
な
」と
い
う
気
が
し
ま

す
が（
笑
）。

作
本　

大
学
卒
業
後
に
高
校
の
外

部
コ
ー
チ
に
な
り
、帯
同
審
判
が
必

要
に
な
っ
て
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
す
。
１
９
９
９
年
の
熊
本
国

体
を
控
え
て
２
級
ま
で
取
得
し
て

い
た
時
に
、村
上
さ
ん
と
前
審
判
委

員
長
の
相
葉
忠
臣
先
生
が
１
級
を

取
ら
れ
、「
そ
の
次
の
世
代
か
ら
誰

か（
１
級
を
）」と
し
て
候
補
に
挙
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
田　

私
も
小
学
校
の
外
部
コ
ー

チ
を
依
頼
さ
れ
、Ｄ
級
コ
ー
チ
ラ
イ

セ
ン
ス
と
一
緒
に
３
級
審
判
員
資

格
を
取
得
し
ま
し
た
。
２
級
取
得

時
点
で
１
級
取
得
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、「
若
い
か
ら
」と
い

う
理
由
で
さ
ま
ざ
ま
な
試
合
を
担

当
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
、

「（
１
級
も
）頑
張
っ
て
み
よ
う
か

な
」と
思
い
始
め
ま
し
た
。

宮
原　

高
校
２
年
生
の
頃
に
ケ
ガ

を
し
て
、当
時
の
コ
ー
チ
か
ら「
中

学（
ル
ー
テ
ル
学
院
中
）の
帯
同
審

判
を
や
っ
て
ほ
し
い
」と
頼
ま
れ
て

４
級
を
取
得
し
ま
し
た
。
当
初
か

ら
上
級
審
判
員
を
目
指
し
て
い
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

高
校
最
後
の
大
会
で
審
判
員
の
重

要
性
を
感
じ
た
こ
と
が
、上
級
を
目

指
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、前
委
員
長
の
相
葉
さ
ん
か

ら「
本
気
で
１
級
を
目
指
す
な
ら
、

九
州
の
強
化
対
象
に
推
薦
す
る
」と

言
っ
て
い
た
だ
い
た
の
が
大
き
か
っ

た
で
す
ね
。

■

―
１
級
取
得
ま
で
に
苦
労
し
た
こ

と
は
？

村
上　

私
が
受
験
し
た
当
時
は
、九

州
で
年
に
３
人
し
か
認
定
試
験
を

受
け
ら
れ
ず
、そ
の
３
人
枠
に
入
っ

た
の
が
選
考
を
受
け
始
め
て
か
ら

４
年
目
で
し
た
。
担
当
の
試
合
は
、

当
時
交
際
し
て
い
た
妻
に
録
画
し

て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
文
句
も

言
わ
ず
つ
い
て
来
て
く
れ
て
感
謝

し
て
い
ま
す
。

上
田　

私
は
３
回
目
で
合
格
し
ま

し
た
が
、２
回
落
ち
た
時
に
は「
こ

の
ま
ま
続
け
て
い
て
本
当
に
受
か

る
の
か
な
」と
い
う
心
配
の
方
が
大

き
か
っ
た
で
す
ね
。
も
う
一
度
、気

持
ち
を
高
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

苦
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

作
本　

私
が（
１
級
取
得
ま
で
）一
番

長
く
か
か
り
、受
験
回
数
も
多
い
ん

で
す
。
そ
の
間
に「
九
州
で
３
人
が

受
験
」と
い
う
仕
組
み
か
ら
、各
地

域
で
１
級
を
誕
生
さ
せ
る
と
い
う

―
審
判
員
の
や
り
が
い
や
魅
力
は

何
で
し
ょ
う
か
？

作
本　

や
っ
ぱ
り
サ
ッ
カ
ー
が
好

き
で
、小
さ
い
頃
か
ら
選
手
と
し
て

も
関
わ
っ
て
き
た
の
で
、審
判
を
し

て
い
て
も「
い
い
プ
レ
ー
」を
見
る

楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。

宮
原　

私
も
同
じ
で
す
。
ゴ
ー
ル

の
瞬
間
を
間
近
で
見
ら
れ
て
、選
手

た
ち
の
感
情
に
共
感
で
き
る
。
そ

れ
と
、た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
た

こ
と
で
す
。
審
判
活
動
を
通
し
て

磨
か
れ
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
発

言
力
は
、職
場
で
も
生
き
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

上
田　

や
は
り
、選
手
の
プ
レ
ー
を

間
近
で
見
ら
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、

試
合
が
終
わ
っ
た
時
の
選
手
の
笑

顔
や
観
客
の
感
情
に
立
ち
会
え
る

の
も
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

宮
原　

私
は
１
回
目
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
合
格
で
き
て
運
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。
た
だ
、ミ
ス
を
犯
す

と
ま
た
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
強
か
っ

た
で
す
ね
。

制
度
に
変
わ
っ
た
ん
で
す
が
、な
ん

と
か
合
格
で
き
ま
し
た
。
上
田
く

ん
同
様
、次
の
受
験
ま
で
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
つ
の
が
大
変
で

し
た
が
、支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ん

が
い
た
の
で
頑
張
れ
ま
し
た
。
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1969年11月23日生まれ。宮原町(現氷川
町)出身。九州学院高校卒業後、OBチー
ムで審判活動を開始。1998年に1級資格
を取得し、1999年からJリーグを担当。
J1、J2のリーグ戦、カップ戦など合わせ
て412試合で副審を務めたほか、熊本県
内外のアマチュア大会でも数多くのゲーム
を担当。2019年4月から県サッカー協会
審判委員長。今年3月、1級審判を勇退。

村上　孝治さん

1983年9月24日生まれ。菊陽町出身。
高校卒業後に審判活動を始め、2014年
12月に1級資格を取得。翌年から国体、
全国高校選手権大会、JFL(日本フット
ボールリーグ)などで主審を務め、2019
年からJリーグ担当となる。昨年はJ3で
主審14試合、副審10試合を務めた。

上田　隆生さん

「
選
手
と
し
て
も
プ
レ
ー
し
な
が
ら
、い
ろ
ん
な

経
験
を
審
判
活
動
に
も
生
か
し
て
欲
し
い
」〈
上
田
〉

「
級
に
関
係
な
く
、ど
の
試
合
で
も

１
０
０
％
の
力
を
出
し
て
欲
し
い
」
〈
村
上
〉

一級審判員座談会

村
上　

高
校
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
が
、全
国
大
会
の
ピ
ッ

チ
に
立
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、Ｊ
リ
ー
グ
を
担
当
す
る
よ

う
に
な
り
、選
手
と
同
じ
ピ
ッ
チ
に

立
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
選

手
と
し
て
は
行
け
な
か
っ
た
場
所

へ
も
、審
判
員
な
ら
行
け
る
。
そ
れ

が
大
き
な
支
え
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。何
事
も
な
く
試
合
が
終
わ
り
、

仲
間
と
美
味
し
い
お
酒
を
飲
む
の

も
楽
し
み
の
一
つ
で
す（
笑
）。

■

―
こ
れ
ま
で
担
当
し
た
中
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
ゲ
ー
ム
は
？

村
上　

２
０
０
６
年
に
、ア
ビ
ス
パ

福
岡
が
勝
た
な
け
れ
ば
Ｊ
２
降
格
に

な
る
と
い
う
入
替
戦
で
副
審
を
担
当

し
ま
し
た
。
福
岡
の
勝
ち
越
し
ゴ
ー

ル
を
オ
フ
サ
イ
ド
と
判
定
し
た
ら
、

観
客
席
か
ら「
村
上
！　

今
日
は
帰

れ
る
と
思
う
な
よ
！
」と
い
う
怒
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
実
際
に

は
サ
ポ
ー
タ
ー
に
取
り
囲
ま
れ
る

こ
と
も
な
く
、無
事
に
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
が（
笑
）。

作
本　

私
は
２
０
１
３
年
の
Ｊ
１

最
終
節
、浦
和
レ
ッ
ズ
対
セ
レ
ッ
ソ

大
阪
の
試
合
で
す
。
優
勝
に
絡
む

試
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

サ
ポ
ー
タ
ー
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ

た
埼
玉
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ス
タ
ン
ド

を
見
た
時
は
鳥
肌
が
立
ち
ま
し
た

ね
。

上
田　

私
は
１
級
認
定
の
３
次
試

験
の
２
回
目
の
実
技
で
担
当
し
た
、

九
州
大
学
リ
ー
グ
の
試
合
で
す
。
熊

本
か
ら
関
係
者
だ
け
で
な
く
親
も

見
に
来
て
い
て
、「
頑
張
ら
な
き
ゃ
」

と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

宮
原　

１
級
に
な
っ
て
初
め
て
担

当
し
た
今
年
の
全
国
高
校
選
手
権

で
す
。
高
校
時
代
は
ピ
ッ
チ
に
立

つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、独

特
の
雰
囲
気
の
中
で
笛
を
吹
け
た

こ
と
が
印
象
深
い
。
も
う
一
つ
が
、

２
級
時
代
に
担
当
し
た
東
北
で
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
。
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
タ
イ
ム
表
示
で
行
き
違
い
が
あ

り
、一
旦
終
え
た
試
合
を
ド
ロ
ッ
プ

ボ
ー
ル
で
再
開
し
、「
珍
事
」と
し
て

ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。

１
級
を
目
指
す
き
っ
か
け
に
も

な
っ
た
試
合
で
す
が
、そ
の
経
験
は

今
で
も
教
訓
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
ユ
ー
ス
審
判
員
に
つ
い
て
思
う

こ
と
は
。

宮
原　

私
が
高
校
生
の
頃
に
は
な

か
っ
た
制
度
で
、研
修
の
場
と
し
て

大
き
な
舞
台
が
用
意
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。

作
本　

高
校
生
の
頃
に
は
進
ん
で

審
判
を
や
る
こ
と
な
ど
考
え
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、（
ユ
ー
ス
審

判
員
に
は
）そ
の
志
を
ず
っ
と
持
ち

続
け
て
も
ら
っ
て
、選
手
と
し
て
も

サ
ッ
カ
ー
を
楽
し
ん
で
欲
し
い
で

す
ね
。

上
田　

審
判
だ
け
に
打
ち
込
む
よ

り
、選
手
と
し
て
も
プ
レ
ー
し
な
が

ら
、そ
の
中
で
得
た
経
験
を
審
判
活

動
に
も
生
か
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

村
上　

高
校
生
対
象
の
レ
フ
リ
ー

ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
、毎
年
５
、６
人

が
参
加
し
て
く
れ
ま
す
が
、最
初
に

必
ず「
選
手
と
し
て
も
プ
レ
ー
し
て

く
だ
さ
い
」と
話
し
ま
す
。
選
手
で

あ
っ
て
も
審
判
で
あ
っ
て
も
、サ
ッ

カ
ー
は
楽
し
い
も
の
だ
と
感
じ
て

欲
し
い
。
熊
本
で
は
、ユ
ー
ス
審
判

員
と
し
て
４
級
資
格
を
取
る
高
校

生
が
年
間
１
０
０
０
人
ほ
ど
い
ま

す
が
、多
く
は
副
審
し
か
担
当
し
て

い
ま
せ
ん
。
リ
ー
グ
戦
で
副
審
を

す
る
た
め
だ
け
に
４
級
を
取
る
の

で
は
な
く
、主
審
も
や
っ
て
も
ら
い

た
い
。
高
校
の
大
会
で
も
練
習
試

合
で
も
、「
主
審
を
し
た
い
」と
い
う

生
徒
に
は
、ぜ
ひ
や
ら
せ
て
あ
げ
て

ほ
し
い
。
審
判
委
員
長
の
立
場
と

し
て
、２
種
の
先
生
た
ち
に
強
く
訴

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■

―
上
級
審
判
員
を
目
指
す
上
で
必

要
な
姿
勢
や
心
構
え
は
？

作
本　

自
分
自
身
を
見
つ
め
る
こ

と
。
例
え
ミ
ス
を
犯
し
て
も
取
り

繕
わ
ず
、自
分
と
向
き
合
い
、ど
う

改
善
す
れ
ば
い
い
か
を
考
え
て
、次

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
そ
う
い
う

姿
勢
で
一
歩
ず
つ
進
む
こ
と
が
大

切
で
す
。

宮
原　

審
判
員
と
し
て
だ
け
で
な

く
、人
間
と
し
て
選
手
と
信
頼
関
係

を
築
け
る
か
も
重
要
。
加
え
て
、試

合
に
向
け
た
準
備
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
、体
の
ケ
ア
な
ど
も
含
め
て
、自

分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
力
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

上
田　

審
判
活
動
を
楽
し
む
こ
と
。

不
安
を
い
か
に
消
化
し
て
、試
合
ま

で
持
っ
て
い
け
る
か
。
そ
れ
ま
で

の
反
省
も
自
分
で
噛
み
砕
い
て
、次

に
ど
う
活
か
す
か
を
継
続
す
る
こ

と
も
大
事
で
す
ね
。

村
上　

試
合
を
担
当
す
る
時
は
、先

輩
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
付
い

て
指
導
し
て
く
れ
ま
す
が
、そ
の
意

見
を
１
０
０
％
聞
か
な
い
こ
と
も

大
事
。
指
導
者
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の

サ
ッ
カ
ー
観
が
あ
り
、全
部
を
聞
き

入
れ
て
し
ま
う
と「
自
分
は
ど
ん
な

ジ
ャ
ッ
ジ
を
し
た
い
の
か
？
」が
見

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
全

て
聞
き
入
れ
る
の
で
は
な
く
、何
が

足
り
な
い
の
か
を
客
観
的
に
見
た

上
で
必
要
な
こ
と
を
選
択
し
、自
分

の
も
の
に
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
す
。

今回の座談会に参加した4人が同じピッチに立った2019年の第98回全国高校サッカー選手権熊本県大会決勝の様子

―
最
後
に
、県
内
の
現
役
審
判
員
の

皆
さ
ん
に
ひ
と
言
お
願
い
し
ま
す
。

宮
原　

先
輩
方
に
は
い
つ
も
支
え

て
い
た
だ
き
、感
謝
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
審
判
を
や
っ
て
い
て
、１
０
０

点
満
点
の
正
解
は
な
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、い
ろ
ん
な
視
点
か
ら
サ
ッ

カ
ー
を
見
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

上
田　
Ｊ
Ｆ
Ａ
の
割
り
当
て
が
あ

る
た
め
、私
た
ち
１
級
審
判
員
は
な

か
な
か
県
内
の
試
合
を
担
当
で
き

ま
せ
ん
が
、そ
の
分
、県
内
で
は
２

級
の
方
た
ち
が〝
主
役
〞。
県
サ
ッ

カ
ー
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に

は
、２
級
・
３
級
の
皆
さ
ん
の
力
が

必
要
で
す
。
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

作
本　

割
り
当
て
ら
れ
た
試
合
に
、

自
覚
と
誇
り
と
責
任
を
持
っ
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
あ

と
は
、私
た
ち
が
そ
れ
を
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

村
上　

何
級
で
あ
る
か
に
関
係
な

く
、ど
の
年
代
の
試
合
で
も
、帯
同

審
判
で
も
協
会
の
割
り
当
て
で
も
、

担
当
す
る
試
合
に
１
０
０
％
の
力

を
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
す

れ
ば
、選
手
か
ら
も
観
客
か
ら
も
、

「
し
っ
か
り
走
っ
て
、見
て
く
れ
て

い
る
」と
い
う
信
頼
に
つ
な
が
り
、

審
判
員
の
価
値
向
上
に
繋
が
り
ま

す
。
反
対
に
、手
を
抜
け
ば
必
ず
分

か
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
ど
ん
な

カ
テ
ゴ
リ
ー
の
試
合
で
も
１
０
０
％

の
力
を
出
し
切
る
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
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熊
本
県
を
全
国
有
数
の
サ
ッ
カ
ー
王
国
に
育
て
る
た
め

２
０
２
０
年
度
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開

　6月7日、一般社団法人熊本県サッカー協会の2020年
度定時総会を、嘉島町民会館2階・大会議室で開催しま
した。新型コロナウイルス感染防止の観点から、会場内
での出席者同士のソーシャルディスタンス確保、前川会
長ら役員は別室からリモートにて参加など、さまざまな
対策を施して開催の運びとなりました。

　7月5日、大津町運動公園球技場・会議室で2020年度の地域委員会議が行われました。
会議の前夜には、芦北・津奈木、人吉・球磨など県南地域を豪雨が襲い甚大な被害が発生。
当日も、道路事情や災害復旧優先のため出席できない地域もありましたが、前川隆道会長、
河田信之副会長なども出席の下開催されました。

　

現
在
、
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
の

総
正
会
員
数
は
６
２
０
名
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
日
総
会

に
出
席
し
た
正
会
員
数
は
42
名
。

ま
た
、
委
任
状
に
よ
る
出
席
が

4
5
8
名
で
合
計
5
0
0
名
と

な
り
、
定
款
第
27
条
に
定
め
る

定
足
数
を
満
た
し
た
た
め
総
会

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

河
田
信
之
副
会
長
の
開
会
挨

拶
で
始
ま
っ
た
総
会
は
、
長
洲

町
サ
ッ
カ
ー
協
会
の
松
本
曻
会

長
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
進

行
に
入
り
ま
し
た
。
ま
ず
、
今

田
専
務
理
事
か
ら
２
０
１
９
年

度
事
業
報
告
、
２
０
１
９
年
度

収
支
決
算
報
告
並
び
に
監
査
報

告
、
常
勤
役
員
報
酬
の
月
額
支

給
基
準
総
額
の
３
つ
の
議
案
が

出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致

で
原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
２
０
１
９
年
度

の
事
業
報
告
で
は
、
２
０
２
０

年
２
月
中
旬
以
降
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、

当
初
計
画
の
主
催
事
業
の
中

止
・
延
期
が
相
次
ぎ
、
事
業
活

動
に
大
き
な
影
響
が
出
た
こ
と

や
、
熊
本
県
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ

ン
タ
ー（
仮
称
）建
設
に
向
け
、

施
設
を
運
営
す
る
た
め
の
特
定

目
的
会
社（
Ｓ
Ｐ
Ｃ
）を
協
会
の

子
会
社
と
し
て
設
立
し
た
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
今
田
専
務
理
事
に

よ
っ
て
２
０
２
０
年
度
事
業
計

画
お
よ
び
収
支
予
算
と
、
２
０

１
９
年
度
公
益
目
的
支
出
計
画

実
施
報
告
並
び
に
監
査
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
年
度
の
事

業
報
告
で
は
、
２
０
１
９
〜
21

年
度
の
中
期
事
業
計
画
で
示
さ

れ
た「
熊
本
県
を
全
国
で
有
数

の
サ
ッ
カ
ー
王
国
に
育
て
る
」

「
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
建

設
」と
い
う
会
長
指
針
の
実
現

に
向
け
て
、
引
き
続
き「
復
興
」

「
普
及
」「
強
化
」「
基
盤
」の
４

部
門
で
具
体
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
前
川
隆
道
会
長

の
挨
拶
で
、「
コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
熊
本
の
サ
ッ
カ
ー
を
後
退

さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
い
う
力
強
い
発
言
が
あ
り
、

出
席
し
た
県
サ
ッ
カ
ー
関
係
者

ら
も
、
２
０
２
０
年
度
の
活
動

に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
て

い
ま
し
た
。

2020年度定時総会を開催～コロナ禍の中、異例の方式で～

2020年度KFA地域委員会議および47FA支援事業講習会

約40名が参加して行われた2020年度の定時総会。全員マスク着用、席の間隔確保など、
コロナ対策を行って開催

前川会長、河田副会長ら、協会役員も出席して行われた
地域委員会議

前夜の豪雨被害で出席できない地域
もあったものの無事開催され、多く
の意見が寄せられた

2022年4月オープンを目指す｢フットボールセンター｣の実現
2022年4月オープンを目指す｢熊本県フットボールセンター(仮称)｣
の建設に関して、自治体と連携して取り組みをさらに促進する

2019年度事業報告並びに2020年度事業計
画について発表・報告を行った今田専務理事

協会役員は別室に待機し、総会会場とオンラインで結んでの“リモート総会”となりました

熊本県サッカー協会・2020年度事業計画の具体的取り組み
(一部抜粋)

復興

安心安全な環境の提供と人間力の育成
①安心安全な環境の提供と人間力育成のためにリスペクトを推進する
②医科学的予防や暑熱対策等の取り組み
③マッチコミッショナーとウェルフェアーオフィサーの育成、公式大
会における設置

④育成年代クラブの健全性向上への取り組み

普及

2022年国体少年女子U-16創設に伴う3種･4種年代の育成と強化
少年男子のトレセン活動をモデルにして、女子トレセン活動を充実し、
国体少年女子創設時から本国体の継続的出場を目指す

強化

社会貢献活動の充実
①他のスポーツ団体との連携協調を進める
②ロアッソ熊本の運営等支援を推進する

基盤

進
む
小
学
校
運
動
部
活
動
の
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会
体
育
へ
の
移
行

地
域
で
の
受
け
皿
確
保
に
地
域
協
会
の
役
割
重
要
に

　

会
議
で
は
、
前
川
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
出
席
し
た
各
郡
市
町
協

会
か
ら
自
己
紹
介
を
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ね
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ

る
活
動
へ
の
影
響
や
現
状
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
各
地
域
と
も

自
粛
期
間
を
経
て
、
よ
う
や
く
活

動
再
開
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

る
も
の
の
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
た
感
染
予
防
対
策
は
も
ち
ろ

ん
、
今
後
予
想
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れ
る
大
会
過
密

に
よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
確
保
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難
し

さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
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て
お
り
、
他
地
域
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取
り
組
み

な
ど
を
熱
心
に
聞
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入
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て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
6
月
に
開
催
さ
れ
た

県
サ
ッ
カ
ー
協
会
定
時
総
会
に
つ

い
て
や
、
今
年
度
中
止
に
な
っ
た

県
民
体
育
祭
の
次
年
度
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開

催
地
の
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更
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た
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加
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、
今
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懸
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る
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や
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。

　

ま
た
、
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F
A
支
援
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会
で
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、
各
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域
で
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す
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・
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会
、
大
会
・
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的
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で
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同
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業
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え
、
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ど
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達
の
サ
ッ
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ー
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に
取
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示
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れ
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た
各
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員
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も
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可

能
な
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業
の
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数
や
上
限
な
ど
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つ
い
て
多
数
質
問
が
出
る
な
ど
、

有
意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。
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各カテゴリー大会結果報告 県サッカー協会の各カテゴリーの試合結果をお知らせします。Result

2019年度 KFA第14回 熊本県クラブユース(U-13)
サッカー選手権大会

会場：県民総合運動公園スポーツ広場 他
結果：優　勝／ロアッソ熊本
　　　準優勝／ソレッソ熊本
　　　第３位／人吉FA

2019年度 KFA第29回 熊本県クラブユース(U-14)
サッカー選手権大会

日程：2019/12/15～2020/1/13
会場：嘉島総合運動公園多目的競技場 他

令和元年度 第48回熊本県教員蹴友会会長旗争奪
KFA熊本県中学校U-14サッカー大会

日程：2020/1/25～2/1
会場：宇城市小川町観音山運動公園グラウンド 他
結果：優　勝／ルーテル学院中
　　　準優勝／八代市立第三中
　　　第３位／熊本市立詫麻中、宇城市立小川中

〈３　種〉

KFA 第51回熊本県少年サッカー選手権大会(大谷杯)
第51回九州少年サッカー大会熊本県代表決定戦

日程：2020/1/19～2/9
会場：えがお健康スタジアム 他
結果：優　勝／ブレイズ熊本ジュニア
　　　準優勝／アルバランシア熊本FC
　　　第３位／ロアッソ熊本ジュニア、太陽SC熊本 U-12

第41回熊本県少年サッカー新人大会(田嶋杯)
U-11 熊本県大会

日程：2019/11/30～12/21
会場：えがお健康スタジアム 他
結果：優　勝／ソレッソ熊本U-12V
　　　準優勝／ロアッソ熊本ジュニア
　　　第３位／FC Ants

JFA 第43回全日本U-12サッカー選手権大会
熊本県大会

日程：2019/10/27～11/23
会場：熊本県民総合運動公園 他
結果：優　勝／ロアッソ熊本ジュニア
　　　準優勝／ソレッソ熊本U-12V部
　　　第３位／アルバランシア熊本FC
　　　　　　　UKI-C.FC U-12

〈４　種〉

KFA 第27回熊本県女子(U-12)さわやかサッカー大会

日程：2020/2/16
会場：益城町総合運動公園
結果：優　勝／益城ルネサンス熊本FCジュニア
　　　準優勝／MELSA熊本FCボニータ
　　　第３位／ほくぶ総合ヴェルストレーラ

JFA レディースサッカーフェスティバル2019 IN くまもと

日程：2020/1/26
会場：大津町運動公園多目的広場
結果：優　勝／ENJOYの部）　  熊本北
　　　　　　　ATHLETEの部） SPEC

〈女　子〉

キヤノン ガールズ・エイト
第17回JFA九州ガールズ・エイト(U-12)サッカー大会

日程：2020/1/12～13
会場：西鞍の丘総合運動公園(福岡)
結果：トーナメント2組：4位　熊本県女子トレセンU12A
　　　トーナメント3組：2位　熊本県女子トレセンU12B

KYFA 第31回九州O-30女子サッカー大会

日程：2019/11/30～12/1
会場：宮崎県総合運動公園サッカー場･補助球技場
結果：優　勝／沖縄県レディース(沖縄)
　　　準優勝／サガンウェーブ(佐賀)
　　　第３位／益城ルネサンス熊本FC

KYFA 第17回九州女子サッカーリーグチャレンジカップ

日程：2020/1/11～1/12
会場：鹿児島県立サッカー･ラグビー場
結果：優　勝／福岡大学サッカー部女子AVANCE
　　　　　　　(益城ルネサンス熊本FC：1回戦敗退)

〈女　子〉

JFA 第25回 全日本フットサル選手権 熊本県大会

日程：2019/10/14～26
会場：大矢野総合体育館
結果：優　勝／EGOISTA
　　　準優勝／エンフレンテ熊本フットサルクラブ

Super sports XEBIO KFA 第23回 熊本県フットサルリーグ

日程：2019/6～2020/3
会場：大矢野総合体育館 他
結果：優　勝／エンフレンテ熊本フットサルクラブ
　　　準優勝／エスペランサ熊本
　　　第３位／BTT

〈フットサル〉

第24回熊本県サッカー選手権大会

日程：2020/8/9､23､26
会場：県民総合運動公園陸上競技場 他
結果：優　勝／熊本県教員蹴友団
　　　準優勝／熊本学園大学

〈1種　社会人〉

〈２　種〉

令和元年度 県下高校サッカー大会

日程：2020/1/11～2/1
会場：県民総合運動公園陸上競技場 他
結果：(男子)
　　　優　勝／大津高校
　　　準優勝／秀岳館高校
　　　第３位／東海大学付属熊本星翔高校
　　　(女子)
　　　優　勝／秀岳館高校
　　　準優勝／東海大学付属熊本星翔高校
　　　第３位／慶誠高校

九州大会県内大会・県予選

KYFA 第26回九州高等専門学校(U-19)サッカー大会

日程：2019/12/21･22
会場：グリーンピア八女(福岡)
結果：優　勝／鹿児島高専(鹿児島)
　　　　　　　(熊本高専熊本キャンパス：第7位、
　　　　　　　 熊本高専八代キャンパス：第6位)

〈1種　学生〉

KYFA 第5回九州0-70サッカー大会

日程：2020/7/19
会場：中津市永添運動公園天然芝グラウンド(大分)
結果：優　勝／熊本オールドキッカーズ
　　　準優勝／宮崎ドリームFC

〈シニア〉

KYFA 第19回九州0-60サッカー大会

日程：2020/7/18～19
会場：中津市永添運動公園天然芝グラウンド(大分)
結果：優　勝／熊本シニアFC
　　　準優勝／福岡飛び梅シニア

日本トリムPresents 
第12回全日本女子選抜フットサル大会九州大会

日程：2020/1/25～26
会場：鹿児島市郡山体育館
結果：優　勝／佐賀県選抜
　　　準優勝／熊本県選抜

〈フットサル〉

KYFA 第14回九州各県フットサルリーグ決勝大会

日程：2020/2/8～9
会場：那覇市民体育館(沖縄)
結果：優　勝／FUTSAL CLUB SHUKO(福岡)
　　　準優勝／長崎大学フットサル部FORZA(長崎)
　　　第３位／エンフレンテ熊本フットサルクラブ
　　　　　　　Azul都城FC(宮崎)
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編／集／後／記

｢KFA NEWS｣は、サッカー協会員以外の一般の方でも手にいれることが
できます。事務局にお越しいただくか、下記URLからダウンロードできます。

http://kumamoto-fa.net/about/news/

｢KFA NEWS｣は、
ここで手に入れよう！

　新型コロナウイルス感染拡大の影響により、東京オリンピックをはじめとする多くの
スポーツイベントが中止となりました。特に中体連や高校総体などの大会が中止となっ
たことで、中高の最終学年の皆さんは悔しい思いをされていることと思います。今はま
だ我慢の時ですが、いつの日にかきっと安全な環境の下で安心して再びプレーができる
日がくることを一緒に祈りましょう！ (後藤)

　正式創部は1937(昭和12)年ですが、指揮を執る青木太監
督によれば、熊本第二師範学校サッカー部(前身となるチー
ム)が活動を始めたのは1923(大正12)年と、県内で最も長
い歴史を持つチームと言えます。
　｢教員団｣の名の通り、28名の登録選手のうちほとんどが
県内の小中高校などに勤務する先生たち。それぞれが勤務
先でもサッカー部の顧問として指導にあたっていることも
あり、週末に行われる公式戦や、週2回の練習で全員が揃
うことは稀です。そうした多忙な教員生活の中でも、仕事
との両立を図りながらサッカーに打ち込んでいます。
　復帰後5シーズン目となった2020年度の｢第48回九州社会
人サッカーリーグ｣は、新型コロナウイルス感染拡大の影響

で、3試合を戦ったのみで終了となりましたが、100回記念
大会となった全日本サッカー選手権大会(天皇杯)には熊本
県代表として3年ぶり4回目の出場を果たし、1回戦では
福岡大学と対戦。0－0でPK戦までもつれ込む熱戦を展開し
ましたが、PK 1－3で惜しくも敗れました。
　｢みんなが本気で取り組めるのも、職場の同僚の先生方
の理解があってこそ。教員が真剣にサッカーと向き合い、
県を代表して九州リーグで戦っていることをより多くの県
民の方にも知ってもらいたい。そのためにも、全国大会で
1勝を挙げることが大きな目標です｣と青木監督。
　3年後に迎えるチーム誕生100周年に向け、先生たちの
挑戦はまだまだ続きます。

　予期せぬ事態に直面した時、私たちは何を考え、行動しなければならないのか。そん
な時代が今まさに目の前に到来しています。近年のサッカー界の情勢に目を移すと、
GPSデバイスやトラッキングシステム、VAR等、さまざまな先進テクノロジーが導入さ
れ、技術革新が急速に進展していることがうかがえます。すでに育成年代においても、
こうした技術革新の一端が入ってきています。｢KFA NEWS｣では、そうした日々進化
する世界、日本、そして熊本県のサッカーの魅力や充実した情報を発信しながら、一人
でも多くの方が生涯にわたってサッカーに親しむことができるよう、これからも“サッ
カーの輪”をもっともっと広げていければと思います。　 (坂井)

右記QRコードからも
アクセスできます➡

アスリートのための〝トレーニング食（めし)〞レシピ

Vol.12

このコーナーでは、サッカープレーヤーをはじめ、アスリートのパフォーマンス
向上に欠かせない栄養たっぷりのレシピを紹介します。ぜひお試しください！

集合写真撮影も、生徒たちの見本となるよう
ソーシャルディスタンスに配慮しての整列

　仕事とサッカー、どちらにも一生懸命に取り組
み、両立させているのがこのチームの魅力です。
サッカー以外の横のつながりは教師の仕事にも活
かせますし、プレーヤー目線で子どもたちの指導
に当たれるのもメリットだと思います。

1.熊本工業高校との練習試合の様子。技術の高さを見
せて貫禄の勝利を収めました
2.2016年に念願の九州社会人リーグに復帰。県外へ
の遠征もあるため、仕事との両立が大変です
3.県内の高校から教員養成課程のある大学へ進み、
教員となってチームに加入するケースが多い 

　新型コロナウイルスの感染拡大で、改めてその大切さが叫ばれているのが「免疫力」。
今回登場する食材の中には、豚肉、しょうが、しめじ(きのこ類)、玄米など、免疫力アッ
プに欠かせないものがたくさん含まれています。しっかりと免疫力を高めて、ウイルスに
もスポーツの疲労にも負けない体を作りましょう！

豚ヒレ肉のジンジャーソースrecipe

1

■材 料(2人分）

[作り方］
①豚ヒレ肉を食べやすい大きさに切り、塩こうじに浸けて
おく。

②ボールにジンジャーソースの材料を入れて混ぜ合わせる。
③  フライパンを中火で熱して、①の豚ヒレ肉を入れて両面
をしっかりと焼く。肉に火が通ったら②を入れてからめ
て出来上がり！

豚肉を塩こうじに浸けておくと、

塩こうじに含まれる酵素の働きで

肉が柔らかくなり、

 ジュージーな仕上がりに！

豚ヒレ肉 …………………………250g
塩こうじ ……………………………25g
ブラックペッパー …………………適量

〈ジンジャーソース〉
醤油 ………………………大さじ1･1/2
酒 ……………………………大さじ1/2
玉ねぎ(すりおろし) ……………1/8個
しょうが(すりおろし) ……大さじ1/2
にんにく(すりおろし) ……小さじ1/2
きび砂糖 ……………………小さじ1/2

ミネストローネrecipe

2

■材 料(2人分）

[作り方］
①  それぞれの材料を食べやすい大きさに切る。
②  鍋に塩こうじ、ブラックペッパー、パセリ以外の全て
の材料を入れ、中火で20分ほど煮込む(材料を鍋に入
れる時、パスタを一緒に短くカットして入れる)。

②  塩こうじとブラックペッパーで味を調え、器に入れて
パセリをかけたら出来上がり。

副菜や汁物のイメージがある

ミネストローネですが、

パスタを一緒に入れることで

立派な食卓の“主役”に！

トマト ……………………………1個半
にんじん …………………………1/4本
玉ねぎ …………………………1/4個
じゃがいも ……………………大1/2個
キャベツ …………………………1/8玉
しめじ ………………………1/4パック
ベーコン ……………………………2枚
塩こうじ …………………大さじ1～2
水 ………………………………2カップ
ブラックペッパー …………………適量
パセリ ………………………………適量
玄米パスタ …………………………1袋

渡邉　まみさん／食育料理研究家、アスリートフードマイスター
熊本を拠点に大分でも料理教室の講師として活躍する傍ら、熊本県民テレビ「てれビタ」にも出演中。現在、大学生
の長男はサッカーをしているため、アスリートの食事にも精通。 Instagram（mamipan358）で情報発信中。

九州社会人リーグで奮闘中！
県代表として全日本選手権にも出場

熊本県教員蹴友団

■設　立／1937(昭和12)年
■監　督／青木　太
■選手数／28名

1923(大正12)年 前身の熊本第二師範学校サッカー部が発足
1937(昭和12)年 熊本県教員蹴友団として正式に創部
1977(昭和52)年 第5回九州社会人サッカーリーグ優勝
2009(平成21)年 第45回熊本県社会人選手権優勝
 第44回熊本県サッカーリーグ1部優勝
2010(平成22)年 第46回熊本県社会人選手権優勝(2連覇)
 第45回熊本県サッカーリーグ1部優勝(2連覇)
2011(平成23)年 第47回熊本県社会人選手権優勝(3連覇)
 第91回全日本サッカー選手権大会出場(熊本県代表)
 第46回熊本県サッカーリーグ1部優勝(3連覇)
2012(平成24)年 熊本県チャンピオンシップ大会優勝
 第48回熊本県社会人選手権優勝(4連覇)
2013(平成25)年 第49回熊本県社会人選手権優勝(5連覇)
2014(平成26)年 第39回熊本県総合選手権優勝
 第50回熊本県社会人選手権優勝(6連覇)
 第94回全日本サッカー選手権大会出場(熊本県代表)
 第49回熊本県サッカーリーグ1部優勝
2015(平成27)年 第22回全国クラブチームサッカー選手権熊本県予選優勝
 第50回熊本県サッカーリーグ1部優勝(2連覇)
2016(平成28)年 第44回九州社会人サッカーリーグに9年ぶりに復帰、6位
2017(平成29)年 第97回全日本サッカー選手権大会出場(熊本県代表)
2019(令和元)年 第47回九州サッカーリーグ4位(2年連続)
 第55回全国社会人サッカー選手権大会に31年ぶりに出場
2020(令和2)年 第100回全日本サッカー選手権大会出場(熊本県代表)
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■チーム沿革

上園　拓也さん
　それぞれ仕事も忙しい中、九州リーグの舞台で
１つでも多く勝つために一人一人が役割を果たし
ています。高いレベルで結果を出すことで、若い
世代の選手たちに「あのチ－ムでプレーしたい」と
感じてもらえるチームにしていきたいと思います。

大塚　寛史さん

Player’s 
Comments自らプレーするからこそ、

細やかな指導が可能
｢入りたい｣と感じてもらえる
チームに


